
 

【 企業再生 ・ 自己診断Ⅱ 】 
ぜひ計算してみてください！自分の会社の金融機関評価が見えてきます。 

A（要企業再生比率）＝B（年間の約定返済額）÷C（年間のキャッシュフロー額）

※ B 直近の貸借対照表での、向こう 1 年間に金融機関に返済しなければならないものの合計額 

※ C 直近の損益計算書での年間のキャッシュフロー総額（利益＋減価償却費） 

指数 評価

Aが１以下 超優良 できるだけ融資したい企業 危険度なし

Aが２以下 優良
融資してもリスクが少ない企業
金の成る木

危険度ほぼなし

Aが２超４以下 注意 少し、注意して融資する企業 若干の危険度あり

Aが４超５以下 監視 折り返し資金も出さない企業 かなり危険度あり

Aが５超 破綻覚悟 破綻覚悟で資金回収する企業 超危険度あり

金融機関の考え方

 

指数が高いほど企業再生が困難。この指数は４を超えると要企業再生である。 

第１巻：『放っておくと、大変なことになりますよ（74 分）』 

第２巻：『これまで来た道。これから行く道。（58 分）』 

【定価】 各 1,000 円

お問合せ先 ： 行本会計事務所 防府支店 

〒747-0044 防府市佐波１丁目１３番１号 
Ｔ Ｅ Ｌ  ０８３５‐２７‐２０１０ 

Ｈ   Ｐ  http://www.yukumoto.com 

Email  yukumoto-hofu@quartz.ocn.ne.jp 

 

 

【 企業再生 ・ 自己診断Ⅰ 】 
 

□ 資金繰りが、きつい。 

□ 銀行から自己所有の資産の提供を求められる。 

□ 銀行から追加の担保提供を求められる。 

□ 銀行から追加の保証人を求められる。 

□ 融資申し込みの回答がぎりぎりになる。 

□ 融資申し込み金額が削減される。 

□ 融資の実行がキャンセルになる。 

□ 銀行から『これ以上支援できません』と宣言される。

 

以上の項目に、３つ以上あてはまると要注意です。

第１巻『放っておくと、大変なことになりますよ（74分）』内容

１． 企業再生を必要とする企業 

２． 企業再生と金融機関 

３． 企業と金融機関から見た企業再生 

４． 企業再生のプロセス 

※ 企業再生の必要性が差し迫った会社向けに問題提起！ 

 

第２巻『これまで来た道。これから行く道。（58分）』内容 

１． 資金繰り悪化のプロセス 

２． 問題解決の手法 

３． 経営改善計画発表会 

４． モニタリング 

※ 企業再生に取り組む会社がこれまで歩んで来た過程とそれに対応す

るこれからの展開！ 

 


